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第1章 推進計画の概要 

 

１．スポーツの意義と定義 

スポーツは、人類が世代から世代へと継承してきた身体文化です。少子高齢化、グローバル化、

多様性の尊重といった社会変化の中で、スポーツの多様な価値が高まっています。この背景には、

国連が 2005 年に制定した「スポーツと体育の国際年」(International Year of Sport and Physical 

Education)が大きく影響しています。この年から、教育、健康、開発、平和を推進するために、スポ

ーツと体育が重要な役割を果たすことが期待され、世界へと広がったからです。 

南アフリカのネルソン・マンデラ氏は、国家反逆罪により 27 年間の投獄生活から解放され第 8 代

の大統領に就任しました。そして、レインボーカントリー（多民族、多人種、多言語、多宗教）といわ

れる南アフリカをひとつにするために、ラグビーワールドカップを招致しました。そして、かつては白

人だけのチームを混合チームにし、国民の熱狂的な応援を受け、見事な初優勝を成し遂げました。

その祝賀パーティにおいて、次のように語りました。 

 

『スポーツは世界を変える力がある。スポーツには、人々を鼓舞し、団結させる力がある。』 

 

わが国では、スポーツ振興法（1961 年）から 50 年ぶりに改正された「スポーツ基本法」（2011 年）

により、スポーツの多様な価値が明文化されました。それは、これまでの競技力の向上だけでなく、

青少年の育成、地域の交流、健康増進、国際交流・貢献などです。さらに、スポーツ基本法を実現

するための「第 2 期スポーツ基本計画」（スポーツ庁、2017 年）において、スポーツの新たな価値が

加わりました。それは、スポーツを通しての「共生社会や健康長寿社会の実現」、「多様性を実現す

る世界」、「持続可能で逆境に強い社会」などです。 

 スポーツの定義は国によって異なります。わが国では、『スポーツとは、運動競技および身体運動

であって、心身の健全な発達を図るためにされるもの』（スポーツ振興法、1961 年）と定義され、比

較的、広義に捉えられてきました。ここでは、スポーツを「運動競技および身体運動であって、意識

的なウォ―キングやサイクリング、健康増進のための体操やトレーニングなどを含むもの」と定義しま

す。 

 

２．推進計画の趣旨 

 兵庫県は、「兵庫県スポーツ推進計画」（2012 年 12 月）を策定し、「一人ひとりが健康で、いきい

きと暮らす社会『スポーツ立県ひょうご』の実現を目指し、①スポーツをする子どもの増加と体力の

向上、②成人のスポーツ実施者の増加、③競技力レベルの向上、④障害のある人のスポーツ参加

者の増加、⑤手軽に参加できるスポーツ環境の整備をあげました。 

 稲美町は、「第 2 次稲美町教育振興基本計画」（2014 年 3 月）を策定し、基本目標５「２ 生涯に

わたるスポーツの推進」を掲げ、①地域における身近なスポーツ環境の整備、②各世代間のスポ
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ーツ交流の推進、③部活動の推進をあげました。また、「健康いなみ・健やか親子 21 計画」（第 2

期計画：2013 年３月）では、「３ 高齢者の健やかでいきいきとした生活の実現をめざして」の中で体

とこころの健康づくりならびに「５ 日常的な運動習慣の定着をめざして」の中で、①運動の必要性

に関する啓発、②気軽にできる運動の普及、③運動の機会、場の充実をあげ、評価指標と目標値

を提示しました。「稲美町高齢者福祉計画・第7期介護保険事業計画」（2018年 3月）では、「３ 生

きがいづくりと社会参加」の中で、スポーツ・レクリエーション活動の支援等をあげています。「稲美

町障害者基本計画・第5期いなみ障がい福祉計画」（2018年 3月）では、「５ 生涯学習、余暇活動

の充実」の中で、スポーツ大会などの企画・運営および情報提供を提示しています。 

 本計画では、「すべての住民、行政、学校、スポーツ団体、民間事業者などが参画し、ささえ、連

携・協働し、生涯スポーツを楽しむまち、いなみを創る」ことを目指しています。生涯スポーツとは、

「幼児期から高齢期に至る各ライフステージにおいて、個人の年齢、体力、ライフスタイルにあった

運動やスポーツを継続して楽しむこと」（山口、1996 年）と定義され、ふだんの生活の中で継続的に

運動・スポーツを楽しむことによって、健康寿命の延伸と住民の生活の質の向上が期待されます。 

 

３．推進計画の目標 

 「稲美町スポーツ推進計画」は、次の４つの政策目標を持っています。 

1) ライフステージに応じたスポーツの推進 

2) “みる・ささえる”スポーツの推進 

3) 身近なスポーツ環境・プログラムの整備 

4) スポーツ団体、学校、行政等における連携・協働の推進 

 

４．計画の期間 

 本計画の期間は、平成 31（2019）年度から平成 40（2028）年度までの 10年間（概ね 5年後、中間

見直し）とします。 

 

５．計画の構成 

 本計画は、第 1 章「推進計画の概要」、第 2 章「稲美町におけるスポーツの現状と課題」、第 3 章

「推進計画の目標と基本的考え方」、第4章「ライフステージに応じたスポーツの推進」、第5章「“み

る・ささえる”スポーツの推進」、第 6章「身近なスポーツ環境・プログラムの整備」、第 7章「スポーツ

団体、学校、行政等における連携・協働の推進」の 7章構成とします。 

 

 

 

 

 


